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お知らせ
2015年度理事長予定者が決まりました

　私たちの暮らす岡山市は、人口７０万人以上の政令指定都
市になり、交通の結節点としての利便性や温暖な気候もあり、
非常に恵まれた地域と言えます。
　一方、社会では、ＳＮＳなどにみられるコミュニケーション
ツールの進化により、以前に比べ気軽に相手の情報が得られる
ようになった反面、その使用に偏重することにより、ひととひと
とが直接会って話す双方向の交流では無くなっています。希薄
になった人々の関係は、次第に自分さえ良ければという風潮と
なり、偽装や詐欺、時には過去に経験したことが無い私たちの

久松理事長予定者の青年会議所歴

生命を根幹から脅かすような事件などが発生しています。そし
て、相手を思いやるこころは薄まり、社会全体がどこか出口の
見えない先行きの不透明感に苛まれています。
　このような時代にあって、私たちが暮らす郷土おかやまの為
に、岡山青年会議所が果たすべき役割とは何でしょうか。
　人々が自分の夢を持ち、自ら行動しようとする。そんなひと
の輪を広げ、その結集が大きなムーブメントを起こし、「こころ
豊かな魅力あるまち・おかやま」として発展する原動力となる。
そのような運動を導くことが私たちに求められている役割です。
　来年、岡山青年会議所は１９５１年２月６日の創立から６５周
年を迎えます。歩んできた道を見つめなおし、この先に続く道
を決める大切な１年です。私たちが真に歩まねばならない道を
メンバー全員が深謀遠慮をめぐらせ、思いをひとつに真っ直ぐ
歩んで行こうではありませんか。そして、若者らしく新たな挑戦
を恐れず、時代に先駆け、真に地域から求められる存在となり、
ＪＣ運動を展開していきましょう。
　結びに、公益社団法人岡山青年会議所は、果たすべき使命
を全うするべく、全力で活動して参ります。特別会員の皆様、
関係各位におかれましては、何卒ご支援ご協力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

■プロフィール
生年月日／１９７７年１２月２０日生
入会年月日／2007年1月入会
勤務先・役職／株式会社サンホーム岡山 専務取締役
学歴／２０００年 大阪学院大学 法学部法律学科 卒業
職歴／２０００年 株式会社サンホーム岡山 入社
　　　２０１１年 専務取締役 就任
　　　現在に至る

第65代理事長予定者
久松 朋史

２００３年　前期　会員研修委員会　委員
　　　　　　後期　渉外委員会　委員
２００４年　日本ＪＣ渉外委員会　幹事
２００５年　会員研修委員会　委員
２００６年　日本ＪＣ渉外委員会　委員
２００７年　メディアコミュニケーション委員会　委員
２００８年　岡山人育成委員会　副委員長
　　　　　　岡山ブロック協議会　郷土の歴史検証委員会　副委員長

２００９年　日本ＪＣ渉外委員会　副委員長
　　　　　　岡山ブロック協議会　監査担当役員幹事
２０１０年　総務委員会　理事委員長
２０１１年　副理事長
２０１２年　専務理事
２０１３年　副理事長　中国地区協議会　監査担当役員
　　　　　　ビジョン推進会議　議長
２０１４年　副理事長　
　　　　　　会員研修委員会　委員長

10月市民公開ビジネスセミナー
　下津井電鉄株式会社　代表取締役社長　永山久人様
（岡山青年会議所第４９代理事長）を講師としてお招き
して市民公開ビジネスセミナー『改革はここから始まった！
～今、若手経営者に伝えたい事～』をＭＯＶＥ ＵＰ ＣＡＦＥ
で１０月１６日（木）２０：１０から開催します。
　『天命に生き、運命に挑戦し、使命に燃ゆ』という座
右の銘を持たれている永山講師が、社長に就任されて
取組まれた改革や、若手が今後の仕事や経営に生かせる
たくさんのお話をしていただく予定です。また、１．人生
は思い通りにいかない。（思い通りに行けばサプライズ
もドラマも生まれない）２．自分は幸せになるには早す
ぎる。（世の中には自分よりもっともっと苦労に苦労を重
ねて幸せになる人がいる。）３．どんな困難な仕事であっ
ても神が力を見込んで任せてくれている。（だれでも人
に頼むときは、この人ならやってくれると思って頼みま
す。神様も同じ。）といった、社会人としての心の持ち
方などもご講演いただきます。
　参加資格は岡山市近郊に在住の２０歳～３８歳の
社会人で、入場は無料となっております。準備の都合上、
事前予約をお願いいたします。

　去る、２０１４年８月３０日（土）に「子供が主役！キッズビジネスパークｉｎ岡山」と題し岡山ふれあいセンター
にて開催いたしました。
　昨今、大きな問題とされている学力低下、いじめ、不登校などの教育問題が取りざたされている中、この様な
問題を解決するために、教育を教育現場のみに頼らず、地域の大人たちが共同して取り組むことが問題解決
の一助と成りうると考え、学校では教わることの出来ない「より良く生きる力」や「人生を豊かにする考え方」
を子供たちに伝える機会の創出が望まれています。
本事業では、子供たちが中心となり、「まち」を運営していく中で学校、家庭では教わることのできない社会
の仕組みや、働くことの楽しさ、大変さを体験していただき、自分自身の人生を豊かで明るい未来を想像し
ていく力を養っていただくことを目的としました。
　また、行政や他団体と協働して事業を行っていくことも実施目的に上げ、計画いたしました。
　岡山市内の小学３～６年生２５５名の参加児童が３２の職種に分かれ、職業体験を行い、給与として得た擬
似通貨を使用して納税をし、消費活動を通じての社会体験を行いました。
　共同主催として（公財）岡山市ふれあい公社にご協力いただき、岡山市ESD世界会議推進局を始め、市内
を拠点とする１７の企業・団体にブース出店をしていただくことで、多くの方と協働して青年会議所運動を実
施することができました。
　また、岡山県立岡山東商業高等学校の生徒を中心とした約７０名のボランティアには、子どもたちの仕事
のサポートを行っていただき、世代を超えた交流を行うことができました。
　募集時には２００名の定員に対し４８０名を超える応募があり、事業に対する関心の高さが伺えました。
　参加児童からは、「仕事を体験しお金の大切さが勉強できた。」と言った感想や、保護者から「子供の成長
につながるヒントを得た。」等、沢山のお言葉をいただき、実りある事業になったと考えられます。
　しかしながら、参加希望者が予想以上殺到してしまい、参加できなかった児童にはご迷惑をお掛けした
ことや、当日、事前準備にて不備があったことは今後の反省点として深く検証を行い次年度に活かすことが
できるよう尽力して参る所存です。
　最後に、盛況に終わりました、「子供が主役！キッズビジネスパークｉｎ岡山」の開催にあたり、協力企業・団
体、公益財団法人岡山市ふれあい公社、大勢のボランティアスタッフのご協力をいただきました岡山県立岡
山東商業高等学校並びに、後援でご尽力くださいました皆様と、常日頃より陰ながら支えてくださる師兄の
皆様に深く御礼を申し上げ活動報告とさせていただきます。

協創力確立委員会　副委員長　關 和敏
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